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要 旨

良食味水稲品種を異なる播種様式で湛水直播栽培を行い，耐倒伏性と収量を高め得る播種様
式を明らかにしようとした。強稈で耐倒伏性がやや強いキヌヒカリを散播，条播，点播，広幅
条播および広径点播の５種類の播種様式で播種したところ，条播と広径点播は登熟歩合が高
く，広径点播は移植区とほぼ同等の収量が得られた。また，直播区の倒伏指数は移植区より小
さく，条播と広径点播の倒伏指数がやや小さかった。次に，耐倒伏性が弱いコシヒカリを１箇
所５粒の点播で播種直径を５段階に変えて播種したところ，直播区は移植区より玄米収量が明
らかに少なく，収量に及ぼす播種直径の有意な影響はなかった。また，直播区は移植区より倒
伏指数は小さかったが，倒伏指数に及ぼす播種直径の有意な影響もなかった。以上のことか
ら、供試した播種様式の中では広径点播の耐倒伏性と収量が最も優れたが、最適な播種直径を
明らかにすることはできなかった。
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緒 言

わが国の稲作は，担い手の減少や農業者の高齢化に伴う労働力不足，国内の米の産地間競争
や今後に予想される関税障壁の撤廃に伴う外国産米との価格競争などの問題があり，作業の省
力化と生産コストの低減が求められている。
稲作の省力・低コスト化技術として不耕起や乳苗，ロングマット水耕苗を用いた移植技術が

開発されている（丸山 １９９７）が，育苗および移植作業の一切が省略できる直播栽培は省力・
低コスト化に最も有効な技術として期待がかけられている（丸山 ２００６）。
わが国で広く普及が期待される直播栽培技術は土壌条件や播種時の天候を選ばない湛水直播

である。しかし，湛水土壌中に播種された水稲は土壌還元により出芽遅延や苗立ち不良となる
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ことが多く，このため土壌表面に播種されることもあって倒伏に弱い。苗立ち不良について
は，代かき後に落水する出芽苗立期の落水管理により改善がみられた（丸山 ２００６）ものの，
依然として移植栽培より低収不安定であり，直播栽培の普及は作付面積の１％程度にとどまっ
ており（農林水産省 ２０１２），耐倒伏性の改善による収量の向上が必要である。
湛水直播水稲の耐倒伏性には品種間差異が大きく（三王ら ２００１，坂田ら ２００３），これに

は株基部の直径（寺島ら ２００２）や冠根の伸長方向が関与することが知られている。しかし，
わが国の稲作では良食味品種が広く普及しており，倒伏に弱い良食味品種を用いた湛水直播栽
培技術が必要とされている。
現在，湛水直播栽培の播種様式は散播，条播および点播の３つに大別される（丸山 ２００６）。

吉永ら（２００１a，２００１b）は苗立ち密度や播種深度を変えて散播と点播を比較し，同じ播種深度
でも散播に比べて点播の耐倒伏性が高いことを認めた。また，尾形・松江（１９９８）は散播，条
播，点播の順に耐倒伏性が高まることを報告しているが，いずれも点播形状や他の播種様式に
ついては検討していない。一方，直播栽培でも倒伏がなければ移植栽培より多収が得られるこ
とが報告されている（三王ら ２００１）。そこで，本研究では，良食味品種の播種様式を変えて
湛水直播栽培を行い，耐倒伏性と収量を高め得る播種様式を明らかにしようとした。

材料および方法

１．湛水直播水稲の生育，収量および耐倒伏性に及ぼす播種様式の影響（実験１）
実験は２００８年に筑波大学農林技術センター１２号水田圃場で行った。２００７年に採種された茨

城県産キヌヒカリの種籾を種子消毒後に２日間浸種し，過酸化カルシウム粉粒剤（カルパー粉
粒剤１６，保土谷UPL株式会社）を乾籾重量の２倍量被覆して直播栽培に供した。直播区は播
種量を１１０粒/m２とし，種籾をばら撒く散播，条間３０cmで筋状に播種する条播と５cmの播き
幅で帯状に播種する広幅条播，条間３０cm，株間１５cmで５粒を株中央部に播種する点播と株
中央部に１粒，直径５cmの円状に等間隔に４粒播種する広径点播の５つの播種様式を用いた

（図１）。代かき後に落水した水田圃場に５月１１日に５つの播種様式で手播きし，条播，点播，
広径点播は播種後に細い棒で種籾を土壌表面から約１cmの深さに押し込み，散播と広幅条播
は表面播種のままとした。播種後は５日間落水状態を保持した後３～５cmの深さに湛水した。
移植区は育苗箱で２１日間育苗した３葉苗を５月１２日に直播区に隣接した１１号水田に条間３０
cm，株間１５cm，１株３本手植えし，慣行に従って栽培した。施肥は直播区，移植区ともに基
肥として高度化成肥料N：P２O５：K２O＝５：１２．５：１２．５g/m２を播種または移植前に施用し，
硫安N＝３g/m２を出穂２０日前に追肥した。実験は１区１０m２の３反復で実施した。
播種３０日後に直播区の出芽率，苗立ち率を調査した。その後，出穂期まで１週間おきに各区

５個体の草丈と茎数を調査した。
苗立期に各区５個体を抜き取り，葉齢，草丈，茎数および地上部乾物重を調査した。また，

出穂期と成熟期に点播区，広径点播区および移植区から各区６個体，条播区から各区１列９０
cm内に含まれる個体，散播区および広幅条播区から各区５０cm×５０cmの枠内の個体を抜き取
り，草丈，穂数，稈長および部位別乾物重を調べた。
出穂２０～３０日後に各区から平均的に生育している箇所の穂数が中庸な５株を選び，測定に支

障ないように周囲の株を押倒し，地上１５cmの株基部にデジタルフォースゲージ（HF-２，日
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本計測システム）を押し当て，地表面と株とのなす角度が４５°になるまで押し倒した際の応力
を押し倒し抵抗として測定した。その後に測定株を抜き取り，草丈と地上部乾物重を測定し，
次式により倒伏モーメントと倒伏指数を算出した。
倒伏モーメント（gcm）＝（乾物重）×（草丈） （１）
倒伏指数（％）＝（倒伏モーメント）÷（押し倒し抵抗×１５）×１００ （２）
なお，散播区と広幅条播区は苗立ち調査時に平均的な苗立率の箇所に５０cm×５０cmの枠を

設置し，その中で穂数が中庸な株を選んで測定した．
成熟期に乾物重調査用に抜き取った試料の穂を乾燥，脱穀し，収量および収量構成要素を調

査した。

２．湛水点播水稲の生育，収量および耐倒伏性に及ぼす播種直径の影響（実験２）
実験は２００９，２０１０年に筑波大学農林技術センター１２号水田圃場で行った。それぞれ２００８，

２００９年に採種された茨城県産のコシヒカリの種籾を種子消毒後に２日間浸種し，過酸化カルシ
ウム粉粒剤を乾籾重量の２倍量被覆して直播栽培に供した。直播区は条間３０cm，株間１５cm
で １株当り５粒播種とし，５粒を株中央部に播種する区をH０区，株中央部に１粒と直径３
cmの円周上に等間隔に４粒播種する区をH３区，同様な方法で株中央部と直径５，７，１０cm
の円周上に播種する区をそれぞれH５，H７，H１０区とした（図２）。代かき後に落水した水田圃
場に２００９年は５月１２日，２０１０年は５月１３日に手播きし，播種後に細い棒で種籾を土壌表面から
約１cmの深さに押し込んだ。播種後は６日間落水状態を保持した後に約３cmの深さに湛水し
た。移植区は育苗箱で２０～２３日間育苗した３葉苗を２００９，２０１０年ともに５月１３日に直播区に隣
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図１ 播種様式の模式図（実験１）．



接した１１号水田圃場に条間３０cm，株間１５cm，１株３本手植えし慣行に従って栽培した。施
肥は直播区，移植区ともに基肥として高度化成肥料N：P２O５：K２O＝５：１２．５：１２．５g/m２

を播種または移植前に施用し，硫安N＝３g/m２を出穂２０日前に追肥した。実験は１区１０m２

の３反復で実施した。
播種２８～３０日後に直播区の出芽率，苗立ち率を調査した。苗立ち期から出穂期まで葉齢，草

丈，茎数を調査するとともに，苗立ち期，最高分げつ期，出穂期および成熟期に各区６株を抜
取り，葉面積と器官別乾物重を調べた。
出穂２０日後に圃場で各区６株の押し倒し抵抗を実験１と同様にデジタルプッシュゲージ

（ModelRX-２，アイコーエンジニアリング）を用いて測定した。成熟期に乾物重測定用に抜き
取った株の穂部を乾燥脱穀し，収量および収量構成要素を調査した。
２０１０年は，最高分げつ期，出穂期，成熟期に抜き取った試料を乾燥してウィレー型粉砕機

（W型，池田理化）で粉砕し，CNコーダー（MT-６００，ヤナコ）で窒素含量を調べた。

結 果

１．湛水直播水稲の生育，収量および耐倒伏性に及ぼす播種様式の影響（実験１）
出芽率は約６０％で播種様式間に有意差はなかったが，表面播種となった散播と広幅条播は浮
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図２ H０区（A）およびH１０区（B）の播種様式の模式図（実験２）．
条間３０cm，株間１５cm，１株５粒播種とし，H０区は５粒を１箇所に播種した．H１０区は
播種直径（D）を１０cmとし，５粒の内１粒を中心に，残りの４粒を円周上に播種した．
H３区，H５区，H７区は播種直径を変えてH１０区と同様に播種した．

図３ 出芽率および苗立ち率に及ぼす播種様式の影響（実験１）．
図中の同一項目の同一文字はTukey法により５％水準で有意差がないことを示す．



き苗や転び苗が多発し，条播より苗立率が有意に低下した（図３）。苗立期の植物体の生育は
条播と広径点播が旺盛で，苗立率の低かった散播と広幅条播は草丈が低く，茎数が少なく，乾
物重は小さかった（表１）。
苗立ち後は広径点播の分げつ増加が早かったが，最高分げつ数は散播，広幅条播，広径点播

が多く（図４），出穂期の乾物重は点播と広径点播が移植区並みに大きかった（表２）。
直播区の倒伏モーメント，押し倒し抵抗，倒伏指数は移植区より小さい傾向がみられた。ま
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表１ 苗立期の生育に及ぼす播種様式の影響（実験１）．

乾物重（mg/個体）茎数（本/個体）草丈（cm）葉齢区
４６．８c１．０b１６．８c５．２c散播
９３．８ab１．４ab２３．４a５．６bc条播
６３．７abc１．３ab１９．６bc６．０ab点播
５９．６bc１．０b１８．０c６．２a広幅条播
９６．９a１．９a２２．３ab６．６a広径点播

調査は播種３３日後（６月１３日）に行った．同一項目の同一文字間にはTukey法の５％
水準で有意差がないことを示す．

図４ 草丈（A）および茎数（B）の推移（実験１）．
図中の縦線は標準誤差を表す．



た，播種様式間では，条播区の倒伏指数が移植区より有意に小さかった（表３）。なお，直播
区および移植区ともに倒伏は観察されなかった。
m２当り籾数，玄米収量は播種様式間に有意な差異はなかったが，条播と広径点播は登熟歩

合が高く，広径点播の収量は移植区と同等であった（表４）。

２．湛水点播水稲の生育，収量および耐倒伏性に及ぼす播種直径の影響（実験２）
２００９，２０１０年の結果はほぼ同様であったので，２０１０年の結果について述べる．
２０１０年の出芽は良好でいずれの区も苗立率は８０％以上であった。
播種直径が大きいほど苗立期の生育は旺盛であったが，苗立ち後はH３，H５区の分げつ増加
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表４ 収量および収量構成要素に及ぼす播種様式の影響（実験１）．

玄米収量
（g/m２）

玄米千粒重
（g）登熟歩合（％）m２当たり籾数１穂籾数穂数

（/m２）区

４６８a２２．１b７７．３b２７０３９a８８．７a２９８ab散播
５４１a２３．４ab８７．０a２６６５４a７４．２a３５６ab条播
５０３a２３．４ab８１．３ab２６４０５a８４．４a３１４ab点播
４１４a２３．４ab８１．７ab２１４４９a７７．３a２７６b広幅条播
５５７a２４．４a８４．０ab２７４２５a７７．４a３５３ab広径点播
５５０a２３．１ab８１．８ab２９２３０a７７．２a３７８a移植

同一項目の同一文字間にはTukey法の５％水準で有意差がないことを示す．

表３ 押し倒し倒伏抵抗に及ぼす播種様式の影響（実験１）．

倒伏指数（％）押し倒し抵抗
（kg/株）

倒伏モーメント
（kgcm）

乾物重
（g/株）草丈（cm）区

３７ab０．６７bc３．４４cd３４．９cd９６．３bc散播
２９b０．４８c２．００d２１．２d９３．２c条播
３５ab０．９４ab４．５１bc４５．８bc９６．８bc点播
３５ab０．６４bc３．３４cd３４．２cd９６．４bc広幅条播
３２ab１．２５a５．７５ab５７．４ab９９．３b広径点播
４０a１．１７a６．９７a６５．３a１０６．６a移植

出穂２０～３０日後に測定した．倒伏モーメントは草丈と乾物重の積，倒伏指数は倒伏モーメントを押し
倒し抵抗と地上高１５cmの積で除した値を百分率で表示した．同一項目の同一文字間にはTukey法の
５％水準で有意差がないことを示す．

表２ 出穂期の生育に及ぼす播種様式の影響（実験１）．

乾物重（g/m２）穂数（本/m２）稈長 （cm）草丈（cm）出穂日区
４２７c１６２d７０．３d９１．３b８月１２日散播
６８２b２４０bc７５．１bc９２．０b８月１０日条播
９５２a３１４a７８．７ab９８．０a８月１０日点播
４３９c１９７cd７１．４cd９２．０b８月１２日広幅条播
９９４a２９１ab８２．３a１００．３a８月１０日広径点播
１００９a３４３a８２．０a１０４．１a８月４日移植

同一項目の同一文字間にはTukey法の５％水準で有意差がないことを示す．



が早く（図５），出穂期の生育や乾物重に及ぼす播種直径の影響は小さくなった（表５）。
直播区の分げつ期の個体群生長速度（CGR）は移植区と同等であったが，幼穂発育期と登

熟期のCGRは移植区より低く，純同化率（NAR）と葉面積指数（LAI）も小さかった（図６）。
また，直播区は有意ではないが葉身窒素含量が低い傾向がみられた（表６）。
直播区は移植区より倒伏モーメントが小さく，押し倒し抵抗は大きく，倒伏指数は小さかっ

た。しかし，倒伏指数に及ぼす播種直径の有意な影響は認められなかった（表７）。なお，直

湛水直播水稲の生育，収量および耐倒伏性に及ぼす播種様式の影響
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図５ 草丈（A）および茎数（B）の推移に及ぼす播種直径の影響（実験２，２０１０年）．
H０，H３，H５，H７，H１０：播種直径それぞれ０，３，５，７，１０cm．詳細は材料および方
法を参照．T：移植区．図中の縦線は標準誤差を示す．

表５ 出穂期の生育に及ぼす播種直径の影響（実験２，２０１０年）．

地上部乾物重
（g/m２）LAI穂数（本/m２）（cm）草丈区出穂日

６９３b３．９８a２６７a１０３b８月１０日H０
７０３b４．０９a２６９a１０５b８月１０日H３
７１３ab４．２６a２７９a１０３b８月９日H５
７２２ab４．４１a２６９a１０５b８月９日H７
７１１ab４．１６a２５７a１０２b８月９日H１０
９１１a４．４８a２８４a１２２a７月３１日T

H０，H３，H５，H７，H１０：播種直径それぞれ０，３，５，７，１０cm．詳細は材料および方法を
参照．T：移植区．LAI：葉面積指数．同一項目の同一文字間にはTukey法の５％水準で有意
差がないことを示す．



播区，移植区ともに軽度の倒伏が観察されたが，有意な区間差は認められなかった．
直播区は移植区よりm２当たり籾数が少なく，登熟歩合がやや低く，玄米収量が明らかに少

なかった。H５，H７区の１穂籾数が少なく，H０，H３区の玄米千粒重が小さかったが，その他
の収量，収量構成要素に及ぼす播種直径の有意な影響はなかった（表８）。

考 察

湛水直播栽培の播種様式は散播，条播，点播に分類される（丸山 ２００６）。２００１～２００３年に
行われた農林水産省の水稲直播栽培実証事業（農林水産省生産局農産振興課 ２０１２）から推定
すると，高精度条播機などによる条播が最も普及面積が広く，代かき同時点播機による点播が
それに次ぎ，ヘリコプターや背負い動散による散播の普及面積は少ない。なお，代かき同時点
播機による点播はスポット状に播種されるので，本研究の広径点播に近い播種様式である（以
下，代かき同時点播機による点播を広径点播とする）。また，本研究の点播および広幅条播が
可能な播種技術は開発されているが（森田ら １９９９，帖佐ら ２００７），広く普及するまでに
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図６ CGR（A），NAR（B）および平均LAI（C）に及ぼす播種直径の影響（実験２，２０１０年）．
H０，H３，H５，H７，H１０：播種直径それぞれ０，３，５，７，１０cm．詳細は材料および方
法を参照．T：移植区．図中の縦線は標準誤差を表す．



至っていない。
実験１では強稈で比較的倒伏に強い良食味品種キヌヒカリを用い，散播，条播，点播，広幅

条播および広径点播の５種類の播種法で直播栽培を行い，生育，収量および耐倒伏性を移植栽
培と比較した。直播区の生育は移植区よりやや劣ったが（表２），直播区と移植区の収量に有
意差はなかった（表３）．直播区の中では条播区と広径点播区の収量が高い傾向がみられ，広
径点播区は移植区とほぼ同等の値を示した（表３）。しかし，表面播きとなった散播と広幅条

湛水直播水稲の生育，収量および耐倒伏性に及ぼす播種様式の影響
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表８ 収量および収量構成要素に及ぼす播種直径の影響（実験２，２０１０年）．

玄米収量
（g/m２）

玄米千粒重
（g）登熟歩合（％）m２当たり籾数

（/m２）１穂籾数穂数（/m２）区

３２３b１９.４b７８.３a２１３４１b７４b２８９aH０
３２０b１９.５b８２.６a１９９０４b６８bc２９４aH３
３０２b２０.０ab８０.５a１８６４７b６１c３０９aH５
２８０b１９.９ab７７.１a１８１８３b６３c２８６aH７
３１０b２０.５a７７.８a１９２１０b６６b２８９aH１０
４９４a１９.８b８４.７a２９６１２a１０４a２８４aT

H０，H３，H５，H７，H１０：播種直径それぞれ０，３，５，７，１０cm．詳細は材料および方法を参照．
T：移植区．同一項目の同一文字間にはTukey法により５％水準で有意差がないことを示す．

表７ 押し倒し抵抗に及ぼす播種直径の影響（実験２，２０１０年）．

倒伏指数（％）押し倒し抵抗
（kg/株）

倒伏モーメント
（kgcm）乾物重（g/株）草丈（㎝）区

２７．７b１．２４bc４．８７b４５．８a１０６bH０
２５．３b１．４３ab５．１４b４７．５a１０８bH３
２４．９b１．２７bc４．５７b４３．８a１０４bH５
２１．９b１．５０ab４．７７b４４．５a１０６bH７
２１．１b１．６２a５．０３b４８．１a１０４bH１０
５０．０a０．９６c６．６５a５４．３a１２２aT

H０，H３，H５，H７，H１０：播種直径それぞれ０，３，５，７，１０cm．詳細は材料および方法を参照． T：
移植区．調査は出穂２０日後に行った．倒伏モーメントは草丈と乾物重の積，倒伏指数は倒伏モーメント
を押し倒し抵抗と地上高１５cmの積で除した値を百分率で表示した．同一項目の同一文字間にはTukey
法の５％水準で有意差がないことを示す．

表６ 部位別の窒素含有率および窒素含有量に及ぼす直播栽培の影響（実験２，２０１０年）．

窒素含有量（g/m２）窒素含有率（％）
区生育時期

合計穂葉鞘＋稈葉身穂葉鞘＋稈葉身
２．９a－１．２a１．６a－０．９a２．０aH５最高分げつ期
３．８a－１．４a２．３a－１．４a３．３aT

６．５a１．０a２．４a３．１a１．１a０．５a１．９aH５出穂期
８．２a１．２a２．８a４．２a１．１a０．５a２．１aT

６．７a４．３a１．７a０．６a１．０a０．４a０．９bH５成熟期
９．１a５．９a１．９a１．２a０．９a０．４a１．２aT

H５：播種直径５cm．詳細は材料および方法を参照．T：移植区．同一時期，同一項目における同一
文字を記した平均値間にはt検定の５％水準で有意差がないことを示す．



播は，浮き苗や転び苗の発生により苗立率が低下し，苗立期の生育が他の播種様式より劣った
（図３，表１）。その後の茎数増加は旺盛であった（図４）が，出穂期の生育や穂数，玄米収量
が他の播種様式より劣る傾向が認められた（表２，４）。これらのことから，散播と広幅条播の
生育や収量が他の播種様式より劣ったのは表面播種による生育抑制の可能性が高い（Sato
andMaruyama２００２，周ら ２００３）。今後，播種様式を比較する場合には播種深度を揃える必
要がある。また，湛水直播水稲の生育安定と収量向上のためには土中播種による苗立ちの向上
が必要と判断した。
実験１ではいずれの区も倒伏は観察されなかった。直播区では草丈と地上部乾物重の積で示

される倒伏モーメントを押し倒し抵抗で除した倒伏指数が移植区より小さいが，とくに広径点
播は移植区より株当たりの押し倒し抵抗が大きく，耐倒伏性が高い播種様式であると推察され
た（表３）。一方，条播も倒伏指数は高いものの押し倒し抵抗は５つの播種様式の中で最も小
さく（表３），風雨などにより倒伏モーメントが増大した場合には倒伏しやすいことが予測さ
れた。また，散播，点播および広幅条播は有意ではないが条播や広径点播より倒伏指数がやや
大きく，広径点播や移植区より押し倒し抵抗が小さく（表３），耐倒伏性は劣ると判断した。
尾形・松江（１９９８）は湛水直播水稲の耐倒伏性は広径点播が最も高く，条播がそれに次ぎ，散
播が最も低いことを報告し，吉永ら（２００１a）も散播より広径点播の方が倒伏に強いことを報
告している。本研究の結果はこれらの先行研究の結果を確認するとともに，点播と広幅条播の
耐倒伏性が散播と同程度であることを認めた。
以上のことから，広径点播は耐倒伏性と収量が高いことが認められ，点播の播種直径を広げ

ることによって直播栽培の耐倒伏性と収量を高め得ると考えた。
そこで，実験２では耐倒伏性が弱い極良食味品種のコシヒカリを用い，点播の播種直径を０

～１０cmに変えて生育，収量および耐倒伏性を移植栽培と比較した。しかし，直播区の生育や
収量は移植区より劣り，播種直径が異なる場合の生育や収量，耐倒伏性にも一定の傾向は認め
られなかった（表５，７，８）。直播区の穂数は移植区と同等以上であったが，１穂籾数が少な
く，m２当たり籾数が顕著に減少していた（表８）。また，幼穂発育期以後の直播区のCGRは
移植区より低く，それには幼穂発育期はNARの低いことが，登熟期はLAIが小さいことが関
係していた（図６）。また，最高分げつ期以後の直播区の葉身窒素含有率や地上部窒素含量は
移植区より低く（表６），このことには予備的調査で判明した直播区の根群の浅いことが関係
すると推察した。
湛水直播栽培における播種後の落水管理は苗立率を向上させるが，土壌中のアンモニウム態

窒素を減少させることにより幼穂発育期までの窒素吸収量を低下させることが報告されている
（吉永ら ２０００）。また，吉永ら（２００１c）は広径点播では最高分げつ期から幼穂分化期までの
地上部窒素含有率の低下が大きく，籾数が増加しない可能性があることを認めた。したがっ
て，実験２では，播種後の落水管理による土壌中のアンモニア態窒素の減少と直播水稲の浅い
根群分布が相まって直播区の窒素吸収が抑制され，葉身窒素含有率が低下してNARおよび
CGRが低下するとともに，幼穂発育期の窒素含有量が減少して１穂籾数が減少し，生育と収
量が低下したものと推察する。すでに吉永ら（２０００）は暖地において落水管理を伴う湛水直播
で緩効性肥料の有効性を報告しているが，関東などの温暖地においても，播種後の落水管理で
も施肥窒素の効率が低下しない施肥法を適用する必要がある。
以上のことから，湛水直播の５種類の播種様式の中では，耐倒伏性と収量からみると広径点
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播が最も優れると判断した。しかし，湛水点播水稲の生育が移植水稲より劣ったため，耐倒伏
性や収量を最大にする最適な播種直径を明らかにすることはできなかった。湛水点播栽培の幼
穂発育期以降の生育を促進する施肥法を再検討する必要があると考えた。
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７０：１９４-２０１．

吉永悟志・脇本賢三・田坂幸平・松島憲一・冨樫辰志・下坪訓次 ２００１c．暖地の湛水直播栽培における
土中点播水稲の生育特性―散播水稲との生育特性の差異―．日作紀 ７０：５４１-５４７．

周 紅・森田 脩・江原 宏 ２００３．湛水土壌中散播イネにおける苗立ち型別の生育と収量の特徴．日
作紀 ７２：１７７-１８４．

湛水直播水稲の生育，収量および耐倒伏性に及ぼす播種様式の影響
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Abstract

Theexperimentswereconductedtoclarifysuitableplantingpatternforlodging-resistant

andhigh-yieldingcultivationofricedirect-sowninfloodedpaddyfields.Whenalodging

resistantcultivar,Kinuhikari,weresownbybroadcasting(B),row sowing(R),row sowing

withwidestrips(RW),hillsowing(H),hillsowingwithwidediameters(HW),ripeningratio

andgrainyieldofRandHW washigherthantheotherplantingpatterns,andyieldofHW

wascomparabletothatoftransplanting.Lodgingindexofdirectsowingwaslowerthanthat

oftransplanting,andthatofRandHW wasslightlylowerthantheotherplantingpatterns.

Whenalodgingsusceptiblericecultivar,Koshihikari,wasseededbyhillsowingwith５
levelsofdiameter,grainyieldofhillsowingwasapparentlylowerthanthatoftransplanting,

andtherewasnocleardifferenceamong５ levelsofdiameter.Lodgingindexofdirect

sowingwaslowerthanthatoftransplanting,andtherewasnosignificantdifferenceamong

the５ levelsofdiameter.TheresultsindicatethatlodgingtoleranceandyieldofHW are

higherthanthoseoftheotherplantingpatterns,butthepresentexperimentsfailedtoclarify

anoptimum diameterforhillsowing.

Keywords:Directsowing,Hillsowing,Lodging,Plantingpattern,Rice,Yield.
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